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会
長
就
任
に
あ
た
っ
て
の
抱
負

　

藤
本
前
会
長
が
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
っ
て
築
い

て
き
た
当
業
界
・
協
会
の
地
位
向
上
へ
の
取
り
組
み

（
経
営
環
境
改
善
、広
報
活
動
、技
術
力
向
上
な
ど
）

を
こ
れ
か
ら
も
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、働
き
方

改
革
や
生
産
性
の
向
上
な
ど
新
た
な
課
題
に
も
協

会
全
体
で
取
り
組
み
た
い
。

　

引
き
続
き
、安
全
安
心
な
社
会
資
本
整
備
や
適

切
な
維
持
管
理
に
貢
献
し
、県
民
生
活
の
向
上
に
寄

与
し
て
い
く
。

　

ま
た
近
年
、全
国
的
に
豪
雨
や
地
震
な
ど
自
然

災
害
が
多
く
発
生
し
て
い
る
。初
動
対
応
や
早
期
復

旧
・
復
興
に
努
め
る
と
と
も
に
、地
域
活
性
化
や
社

会
貢
献
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、地
域
社
会

の
一
員
と
し
て
、当
協
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
進

　

県
内
の
Ｄ
Ｘ
を
用
い
た
災
害

査
定
の
導
入
等
も
進
め
て
お

り
、人
材
不
足
解
消
や
働
き

方
改
革
の
推
進
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

団
体
を
担
っ
て
意
識
し
て

い
る
こ
と 

　

安
全
安
心
な
社
会
資
本
整
備
や

適
切
な
維
持
管
理
に
貢
献
し
て
、引
き

続
き
県
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
く
た

め
に
は
、発
注
者
の
信
頼
と
安
心
を
得
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　

協
会
と
し
て
は
、業
界
の
認
知
度
向
上
に
よ
る

担
い
手
確
保
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、各
会
員
企

業
が
技
術
と
経
営
に
優
れ
た
企
業
に
な
る
よ
う
技

術
力
と
経
営
力
を
高
め
る
取
り
組
み
を
し
っ
か
り

実
施
し
て
い
き
た
い
。

　

希
望
の
見
え
る
予
算
確
保
を

発
注
機
関
へ
の
要
望
等

　

我
々
業
界
は
、公
共
事
業
の
受
注
産
業
で
あ
り
、

経
営
の
安
定
や
担
い
手
確
保
を
含
め
て
持
続

し
て
い
く
た
め
に
は
、公
共
事
業
費
の
将

来
に
わ
た
っ
て
継
続
的
か
つ
安
定
的

な
予
算
確
保
が
重
要
で
あ
り
、最
近

の
人
件
費
や
物
価
高（
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
な
ど
）を
反
映
し
た
公
共
事
業

費
総
額
の
増
額
は
必
要
不
可
欠
。

当
面
は
、国
土
強
靭
化
実
施
中
期

計
画
の
策
定
、国
土
強
靭
化
地
域
計

画
の
策
定
に
よ
る
必
要
か
つ
十
分
な
、

希
望
の
見
え
る
予
算
の
確
保
を
お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、地
元
経
済
・
雇
用
の
維

持
・
拡
大
、災
害
時
の
早
期
復

旧
・
復
興
へ
の
対
応
等
を

も
踏
ま
え
、地
元
企
業

の
優
先
活
用
を
引
き

続
き
お
願
い
し
た
い
。

協
会
の
業
務
内
容

　

協
会
は
、１
９
７
３

年
に
設
立
し
、会
員
数
は

28
社
か
ら
71
社（
２
０
２
４

年
６
月
１
日
現
在)

。

　

総
務
厚
生
委
員
会
、経
営
広
報
委
員

会
、技
術
委
員
会
の
３
委
員
会
を
設
け
各
種
活
動

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

主
な
も
の
と
し
て
、

《
総
務
厚
生
委
員
会
》

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ(

事
業
継
続)

計
画
の
策
定
促
進
▽
社
会

貢
献
活
動（
能
登
半
島
地
震
・
能
登
半
島
豪
雨
へ
の

支
援
等
）▽
親
睦
活
動（
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、ゴ
ル

フ
大
会
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
）

《
経
営
広
報
委
員
会
》

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
れ

（
九
州
測
量
専
門
学
校
、

開
新
高
校
、熊
本
工
業

高
校
、熊
本
農
業
高

校
）▽
測
量
設
計

業
の
実
技
支
援

（
熊
本
工
業
高
校
、

天
草
工
業
高
校
）▽

特
別
発
表
会
の
開
催

（
天
草
工
業
高
校
、阿
蘇

中
央
高
校
、
熊

本
工
業
高
校
）

《
技
術
委
員
会
》

　

Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
資
格
取
得
支
援
講

座
▽
技
術
委
員
会
勉
強
会
＝
①

会
員
講
師
に
よ
る
研
修
：
年
２

回
②
外
部
講
師（
発
注
機
関
、広

域
コ
ン
サ
ル
、メ
ー
カ
－
等
）に

よ
る
研
修
：
年
９
回
▽
技
術
発

表
会（
会
員
技
術
者
の
発
表
会
）※

注
２
０
０
３
年
か
ら
こ
れ
ま
で
19
回
開

催
し
２
２
２
名
が
発
表

趣
味
や
健
康
法
な
ど

　

趣
味
は
上
手
く
は
な
い
ゴ
ル
フ
。学
生
時
代
に

陸
上（
長
距
離
）を
始
め
、若
い
頃
は
マ
ラ
ソ
ン
に

も
出
場
し
て
い
た
が
腰
を
悪
く
し
て
、今
は
走
っ
て

い
な
い
で
す
。

　

座
右
の
銘
は「
初
志
貫
徹
」。私
は
も
と
も
と
技

術
屋
で
あ
り
、こ
う
と
決
め
た
ら
最
後
ま
で
や
り

通
す
こ
と
を
信
条
と
し
て
い
る
。頼
ら
れ
た
ら
や

る
し
か
な
い
性
格
で
、そ
れ
を
や
っ
て
い
る
と
き
の

自
分
が
一
番
生
き
生
き
し
て
い
る
と
感
じ
る
。

重点施策
１． 公共事業費の安定的・継続的予算の確保
２． 国土強靭化実施計画中期計画 ( 国土強靭化地域計画 ) の策定による必要な予算の確保
３． 人件費及び物価高 ( サブスク経費を含む ) 等を反映した公共事業費総額の増額
４． 地元企業の活用・育成と履行期限の平準化
５． 官民連携した測量設計業の認知度向上と人材確保
６． 官民連携した生産性向上への取組み (BIM/CIM 等 )
７． 災害対応力の強化とデジタル査定等安全性・効率性へ取組み

▲
熊
本
県
と
の
意
見
交
換

▲
熊
本
県
と
の
意
見
交
換

●熊本県

◀協会員現場研修◀協会員現場研修

インターンシップ▶インターンシップ▶

め
て
い
き
た
い
。

　

新
４
Ｋ
の
業
界
づ
く
り
へ

業
界
の
課
題
や
展
望

　

当
業
界
も
、若
手
技
術
者
の
確
保
と
後
継
者
の

問
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
喫
緊
の
課
題
で
も
あ

る
。官
民
連
携
し
て
小
中
学
生
、高
校
生
、親
御
さ

ん
を
含
め
て
認
知
度
向
上
を
図
る
取
り
組
み
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
説
明

会（
知
っ
て
も
ら
う
活
動
）な
ど
を
通
じ
て
、業
界
の

魅
力
や
仕
事
の
や
り
が
い
を
発
信
し
、興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　

さ
ら
に
は
、魅
力
あ
る
業
界
に
し
て
い
く
た
め

に
、Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
な
ど
生
産
性
の
向
上
を
図

る
取
り
組
み
を
官
民
連
携
し
て
進
め
る
こ
と
が
重

要
。３
Ｋ（
き
つ
い
、汚
い
、危
険
）か
ら
の
脱
却
を

図
り
、新
３
Ｋ（
給
料
・
休
暇
・
希
望
）に「
か
っ
こ
い

い
」を
加
え
た
新
４
Ｋ
の
業
界
と
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

　

災
害
に
対
す
る
体
制
づ
く
り
も
強
化
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。当
協
会
は
、鹿
児
島
県
測
量
設
計
業

協
会（
安
永
幸
信
会
長
）と
静
岡
県
測
量
設
計
業

協
会（
服
部
剛
明
会
長
）の
３
者
間
で
、広
域
災
害

時
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
を
結
び
、災
害
対
応

状
況
や
課
題
等
を
共
有
し
な
が
ら
、定
期
的
な
情

報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

　

有
事
の
際
、円
滑
に
業
務
を
進
め
る
た
め
に
は
、

他
県
と
の
関
係
性（
つ
な
が
り
）が
重
要
。広
域
的

な
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

PROFILE
熊本県測量設計コンサルタンツ
協会長。４期７年の副会長を経
て、2024年10月から現職
父の後を継ぎ、2008年に㈱興和
測量設計社長に就任
熊本市出身　1970年４月生まれ
の54歳

熊
本
県
測
量
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協

会
は
、藤
本
祐
二
前
会
長
の
全
国
測
量
設

計
業
協
会
連
合
会
会
長
就
任
に
伴
い
、今

年
10
月
、内
田
貴
士
氏（
前
副
会
長
）が
新

会
長
に
就
任
し
た
。前
会
長
が
築
い
て
き

た
も
の
を
引
き
継
ぎ
、さ
ら
な
る
業
界
発

展
を
目
指
す
。こ
れ
ま
で
県
内
の
道
路
、

河
川
な
ど
の
社
会
資
本
整
備
、橋
梁
な
ど

の
点
検
・
維
持
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、

災
害
対
応
や
社
会
貢
献
活
動
を
通
じ
て
、

地
域
の
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢

献
す
る
。内
田
会
長
に
直
面
す
る
課
題
や

今
後
の
展
望
な
ど
を
聞
い
た
。

団体長

内田 貴士会長

一般社団法人　熊本県測量設計コンサルタンツ協会

インフラを整備し、
安全安心な地域社会を


